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評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会
ＰＴＡ本部役員会

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善（目標を
明確にしたわかる
授業の創造）

学力向上委員会を中心とした、各教科で
の言語活動のさらなる充実。年間６回の
公開授業を含む授業研究。授業研究グ
ループによる「授業研究旬間」での相互
参観と意見交流。

全国学力学習状況調査、学習確認プロ
グラムの結果。学力向上委員会の分析・
学校は学力の充実・向上に積極的に取り
組んでいる。・子どもは授業内容を理解し
ている。・授業の内容はよく分る。

 ・保護者「わかりやすい授業・学力向
上」82%(+6)、生徒「授業内容よくわか
る」82%、しかし保護者「子どもは授業
の内容を理解」69%(+5)、教職員アン
ケート「目標を明確にした授業」100%

・保護者、生徒のアンケートによると学校は「学力向上や分りやすい授業」に取組み、教員も
「目標を明確にした授業」に取り組んでおり、「授業内容はよくわかる」としているが、保護者か
らすると「子どもは授業内容を理解している」はそれほどでない。学習確認プログラムでは、中
２，中１は全市平均かそれを上回るところである。中３については総得点はほぼ全国平均と同
程度であった。各教科とも基礎基本に比べて活用問題が高めである。学校として取り組んでは
いるものの、今一つ結果が残せていないようである。

・学校が「学力向上や分りやすい授業の工夫に取り組んでいる」ことは保護者に認識していただ
いており、生徒からも「授業はよく分る」との評価であるものの、保護者は「子どもは授業内容は
理解」の数値が低いのは、やはり結果が特に良好ではないという点に起因するのか。現在研究
推進担当を中心に各種調査や学習確認ブログラムの結果の分析を取りまとめ研修会で共有化
している。さらにこの弱点や誤答の傾向を、各学年教科の具体的な授業改善に結びつけること
が必要と考える。

・「学力向上と分りやすい授業」と「生徒は授業はよく分る」に対し、
「子どもの授業内容の理解低い」について、保護者は気していると
いう声をよく聞くが、どう相談してよいかわからない。担任、教科
か。小学校に比べ中学校と距離を感じる。

信頼性，客観性の
ある学習評価の実
施

教科指導の充実と評価に関する校内研
修の実施。「評価のしおり」での各教科
の評価の観点・基準の提示による保護
者・生徒への丁寧な説明と、妥当性の可
視化。

・各学級での個人懇談会内容のフィード
バック

・年度当初に保護者に「評価のしお
り」配布　・各学年都休み前懇談会で
各教科素点、評価・評定と学習確認
プログラム個人成績、出欠の記録、
進路希望を「懇談会資料」として提
示。

・夏休み前の懇談会では「資料がとても分かりやすい」という声はいただいたが、「観点が少し
わかりにくい」という指摘もあった。事前に保護者にも文書で連絡してあったが通知表の配布と
懇談会資料との違いがしっかり理解されていなかったり、「学習のしおり」を十分見ていただい
ていないところもあった。ただ保護者が学校の取組については一定理解していただいているよ
うである。

・「評価のしおり」や懇談会資料で、保護者からは「ていねいな説明」「わかりやすい資料」との声
もあるが、懇談会で教科の「評価の観点」や「評価の判断材料」について、問い合わせがあり教
科担当に説明を求めた。さらに分りやすい説明資料と客観性、妥当性のある評価の「見える化」
と担任と教科担当の連携によって説明責任を果たしていく。

・「評価のしおり」「懇談会資料」「評価への丁寧な説明」と教科へ
の説明求める。たくさんの資料で、一人一人に対して丁寧に説明
していただいている。ただ、時に個別の教科に対して聞きたいこと
があるが、担任では答えられないこともありどうしたらよいのかと
の声。

小中連携による学
力向上プロジェクト
実施

小中一貫学力向上プロジェクトでの小中
の公開授業を含む授業研究、部会活
動。「京北まなびの手引き」の作成と活
用。

・小中合同研修会、小中一貫学力向上プ
ロジェクトによる児童，生徒の学力状況
の把握と小中共同での分析，検証，向上
に向けての取組。小中保護者アンケート
による学校は学力の充実・向上に努めて
いる。

・保護者「わかりやすい授業・学力向
上」82%(+6)
・京北小中一貫教育夏季全員研修
会アンケート

・京北４小中学校で夏季と冬季に小中合同研修会を持ち、その中で各部での取り組みの報告
や小中の学力分析の報告、ねらいを持った小中での授業研究を複数回実施し研究協議も進め
ている。これについて保護者からも「わかりやすい授業・学力向上」に取り組んでいると認識し
ていただいている。

・４校で共通して取り組めることを話し合い確認。・京北の子どもたちの課題が見えてきている。
地域や小規模校であることのデメリットをいかにメリットにかえていく取組にするか。・小学校で力
を入れている活動（自学自習・読書時間の確保・計算漢字大会等）を同中学校の学習に生かす
か。中学校での困りや課題を小学校時でどう対応するかをさらに交流をもって形にしていく必要。

・京北小中一貫教育での授業力向上の取組・研修について、全体
的には学校としていろいろ取り組んでいることは、学校だよりやＨ
Ｐで窺い知れるが、いくつかの教科で差が見られるように思う結果
も含めて。そのあたりの改善を求めたい。

・学校運営協議会の場で京北小中一貫教育について
の取り組み状況や現状を知っていただき、より関心を
持っていただく。・さらに京北の子どもたちを育ててい
くために必要な力を地域・保護者からも上げていただ
き、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教育内
容にも反映させていく。

生徒の家庭学習へ
の指導に対する実
践と考察

学校だよりによる啓発活動。「家庭学習
計画」「自主学習ノート」の記録と提出。

「家庭学習計画」の記録と提出による時
間・内容の調査集計と、「自主学習ノート」
の点検。その結果による指導。・子どもに
は家庭で学習をする習慣が身についてい
る。・家庭学習は自主的にしっかりできて
いる。・宿題は忘れずにしている。

　・生徒「家庭学習自主的にできる」
82%(+15)、「宿題は忘れずする」87%、
しかし保護者「家庭学習の習慣を身
につけている」66%(+4)

以前からの中学校の課題としてあがってきていた「家庭学習」が全国学力調査の生徒質問紙
でも平均より20ポイント近く下回るが、今回の生徒アンケートでは前回を15ポイント上回る結果
となっている。今年度新たに取り組んだ「自主学習ノート」の効果も考えられる。しかし保護者
の見方はまだ厳しく「習慣化」までは至っていないと見ている。この辺りが各種テスト・調査で平
均を大きく上回ることのない要因の一つかもしれない。

・自主学習ノートの提出については、その学習量にも個人差があり何冊も新しくノートを更新して
いる者もいるが、他方中々提出もおぼつかないものも多い。提出の促しもあるが内容も含めた指
導の在り方についても考えていく。ただ点検に労力を必要とするのも事実。

・「家庭学習の時間。内容について」「家庭学習の様子」「自主学習
ノート」については、いろいろな働きかけで一定時間やっている
が、まだまだ中身が伴っていない。内容の充実を。

・小中とも地域的に課題の一つと考えられる。
「自主学習ノート」に加えて、さらにきめ細かな指
導をすすめる。また、保護者へ対して子供の家
庭学習への関心をさらに持っていただき、言葉
かけや促し等の働きかけの協力を呼び掛けてい
く。

「公共の精神」に基
づく態度の育成

人権意識の向上と望ましい人間関係の
育成・家庭地域との連携による「あいさ
つ運動」、「ふるさと祭」、「子どもフェス
タ」等地域行事へのボランティア参加

京北地域独自の伝統的行事への生徒の
参加について「京北学校運営協議会」「京
北地生連」での評価・地域の活動に参加
している・学校は地域と連携している

　保護者「子どもは地域の行事に参
加」91%(+14)、「地域と連携して子ども
の安全・健全育成に努める」90%(+17)

・保護者アンケートでは「子どもが地域の行事に参加」「地域と連携」については90%以上の評
価を受けているし、各地域行事では生徒会を中心にボランティアに積極的に参加している。学
校運営協議会主催の行事にも参加要請が相次いている。

・伝統的に地域の中で子供たちの世話係として活動する行事もある。地域の行事については生
徒会や音楽部が中心となって参加、取り組んてくれている。今後「ボランティア募集について」校
内で広報・告知という方法も考えていく。ただ、部活動や学習（進路に向けた）との兼ね合いがあ
る。

・「地域行事への参加」「地域との連携」については、中学生の活
躍が例えば「子どもフェスタ」でのボランティアとして幼児や小学生
相手に頑張ってくれたことを高く評価する。ただし部活等忙しいの
で、そこをどうしたものか。

・地域行事への参加について、学校運営協議会主催
行事も含めて地域からも呼びかけていただいたり、Ｐ
ＴＡにも協力いただく。

学校行事の充実に
よる情操豊かな生
徒の育成

体育祭・文化祭・音楽祭を中心とした三
大行事を中心に生徒主体の企画立案か
ら実施までの成就感の醸成。

・行事終了後の各生徒作文。・子どもは
学校行事が充実していると感じている。・
文化祭保護者アンケート・体育祭や文化
祭などの学校行事は楽しい。

生徒「学校行事は楽しい」99%(+9)、
保護者「学校行事子どもの力育てる」
99%(+15)

・生徒、保護者アンケートとも学校行事については有意義で楽しいという声が大多数である。ま
た、体育祭・文化祭を参観された保護者、地域の方から寄せられる声やアンケートからも「感動
した」や「地域の中学生としてしっかり成長している姿を見てたのもしい」との声をいただいてい
る。

・「体育祭」、「文化祭」、「音楽祭」は周山中三大行事であり、今年度保護者の参観も１００名を超
えることもあり、地域でも好評である。先輩からの伝統を受け継ぎ、さらに指導に力を入れていき
たいが、教員配置の問題で指導者の確保も重要。また、これらの行事ついて地域への発信・広
報に努めていく。

・「三大行事」のようす。その中での「生徒の活動の様子」につい
て、10月21日開催の「神無月音楽祭」でも、中学生の合唱に「心を
打たれた」「感動した」「ぜひ小・中の合唱の発表を続けてほしい」
との声がたくさん聞かれた。

・生徒の活躍する様子を見ていただくために、学校運
営協議会を中心に地域・保護者へのご参観をさらに
働きかけ、情報発信をしていく。

豊かな心の育成 京北小中一貫プロジェクト道徳部会によ
る公開授業や合同研修会。「しなやかな
道徳」研究プロジェクトの実践。各学年
の道徳教育の充実と指導資料の更新と
蓄積。指導方法の改善。人権教育部会
での京北４校をつなぐ人権教育の交流と
実践

年２回の京北小中一貫合同研修会にお
ける取組結果の報告。・子どもには、友だ
ちを大切にし合う関係は育っているか。・
子どもに思いやりの心や、いじめを許さな
い心が育っているか。

保護者「子どもが大切にし合う関係
育つ」96%、「思いやり・いじめを許さ
ない心育つ」94%

・保護者アンケートでは、「子どもの関係」や「思いやりやいじめを許さない心」は育っているとの
認識。また、京北4校で「しなやかな道徳」の研究に取り組んで子どもの心の健やかな育ちに取
り組んでいる。ただ、それに比べると生徒の「いじめや、悪質ないたずらは無い」は74%と若干低
めである。

・「しなやかな道徳」研究の推進、京北小中一貫プロジェクトの人権教育部会での授業公開や研
究協議等にも取り組み、生徒指導部会でも４校で共通して取り組むことを確認している。小学校
との情報共有や、生徒たちの小さな変化や声を見逃さずアンテナを立てきめ細かく見守ってい
く。

・「いじめを許さない心」「思いやりの心」「子どもの人間関係」や「ク
ラスの様子」について、人間関係のトラブルについてもそれを乗り
越えて互いが成長できる指導や関係を築いていってほしい。

・京北地生連や京北学校運営協議会の心すこやか部
会の事業を中心に、さらに保護者・生徒への啓発を進
める。

学級活動，委員会
活動，生徒会活動
の充実

生徒会オリ・リーダー研・三大行事・芸術
鑑賞・生徒総会、選挙の行事と日常的な
活動の充実

京北学校運営協議会からの評価。・ＰＴＡ
本部役員会での評価・生徒会、委員会、
学級活動に積極的に参加している。

生徒「生徒会や委員会活動に参加」
79%(+6)

・生徒の「生徒会・委員会活動に参加」はまあまあ良好であるが、対外的にはＰＴＡ、や学校運
営協議会の理事の方の評価は総じて高く、さらに積極的に地域や各種行事に中学生に積極的
に参加してほしいとの意向である。

・引き続き生徒会・委員会活動を支援していく。 ・「生徒会・委員会活動の様子」は、校内でも地域の各行事でも活
躍してくれている様子を学校からの知らせや、行事の中で見てい
る。

・中学校の行事や、小中合同の行事の開催を通じ
て、京北地域の子どもとして小学生を指導し、共通の
行事に取り組んだり、中学校の行事を成功させること
によりさらに成就感や自尊感情を一層育てていく。

自他を大切にする
態度の育成

早寝・早起き・朝ごはんの呼びかけと、
「ほけんだより」等による啓発。家庭学習
時間調査からの生活リズムの確認と指
導

朝食の摂取率，適切な睡眠時間の確立・
毎朝朝食を取って登校している。・適切な
睡眠時間が取れている。・子どもは早寝・
早起き・朝ご飯の習慣が身についてい
る。

生徒「朝食摂る」91%(-2)、「適切な睡
眠取れる」65%(-10)、保護者「早寝・
早起き・朝ごはんの習慣」67%(-3)

・学校の「ほけんだより」や保健安全委員会の生活アンケートの取組などが行われているが、
生徒アンケートの「睡眠時間」、保護者の「早寝、早起き、朝ご飯の習慣」は低調である。しかし
生徒は「朝食は摂っている」との認識である。

・「朝食を取る」については家庭の教育力と協力で、内容も割合も好結果が出ている。他方「睡眠
時間」については、十分取れていないことが保健安全部の「生活調査」かもうかがえる。今後「ほ
けんだより」による発信・啓発だけでなく、その睡眠時間を「削っている内容」についても調査を進
めて改善に努める。

・「早寝・早起き・朝ご飯」については、朝食を取ることについては、
きちんと家庭で手をかけてやってもらっているが、睡眠については
親はそこまで干渉しないのか。

・京北地生連や京北学校運営協議会の心すこやか部
会とＰＴＡ，学校が連携して、さらに保護者・生徒への
啓発を進め、特に生活のリズムの確立をめざす。

体力の向上 生徒全員を対象とした部活動の充実と
少人数での丁寧な指導。

部活動規定の整備と、外部コーチ等の招
聘による専門的指導。・各公式戦前の壮
行会等での決意表明。大会後の生徒の
感想等。

外部コーチの招聘。バス利用による
市内各中学校との練習試合やカップ
戦への参加。

・少人数の教職員体制の中で２人顧問制の維持と、専門的指導のため野球部、剣道部の外部
コーチの招聘。委員会とＰＴＡによる補助によるバス利用で市内や近隣の中学校との練習試合
の実施やカップ戦への参加を通じて試合経験や他校との交流、競技力や記録向上による成就
感を持たせる。

・市街地からも遠く小規模校であるが、その規模に対して部活動の総数は多い。（９）少ない教員
で何とか複数顧問を維持している。また、外部コーチを招へいし専門的な指導も受けている。ま
た、地域・保護者の協力もありバス利用によって近隣・市街他の中学校と練習試合等の交流も行
えている。校地も広く活動条件は良好だが、部活動あたりの部員数の問題で活動内容に制限が
加わってしまう。

・「部活動について」少ない教員数でやっていただいているが、部
活数が減るのは残念だ。

・地域や保護者の方に、小規模校で市街地から遠い
本校の現状と、活動する部の現状（数と部員数）をご
理解いただいた上で、さらにご支援・ご協力いただく
ように努める。

京北小中一貫教育
に関わる共同行事
の推進

小中合同での漢字検定受検、天体観望
会への小学生等の参加、生徒音楽祭へ
の小学６年生の参加。リーダー研修の共
同開催。

小中一貫合同研修会の取組報告。・小中
の生徒児童保護者アンケート行事の充
実。・京北学校運営協議会での評価。・Ｐ
ＴＡ本部役員会での評価。

今年度より「京北小中一貫教育保護
者アンケート」として４校統一。各行
事・取組の参観者の感想やご意見。

・生徒「学校行事は楽しい」、保護者「学校教育目標・目指す生徒像分りやすく伝える」「学校行
事子どもの力育てる」とも90%近い評価をいただき、小中合同の行事・取組も小中連携の成果・
実績を積み重ね、地域や学校運営協議会の理事の方からもご好評価をいただいている。

・京北小中一貫教育校の設立に向けての取組と合わせ、さらに「京北地域の主体者として、伝統
と文化を受け継ぎ、自らの進路と未来を切り拓いていける子どもの育成」という京北一貫教育目
標の実現に向けての教育活動の充実を進める。

・「小中一貫教育の取組」については、「神無月音楽祭」を見たが、
続けてほしい。「天体観望会」等他の行事でも、幼児・小学生・中
学生・高校生・大人みんなが京北の星を見て楽しんでいる。

・学校からの情報発信や学校運営協議会の場で、取
り組み状況や現状を知っていただき、より関心を持っ
ていただく。・さらに京北の子どもたちの力を育ててい
くために必要な取組を京北小中一貫プロジェクト等で
も検討し、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教
育内容にも反映させていく。

情報発信の充実 積極的なホームページの更新・学校だよ
り・学級通信の充実・

学校ＨＰのカウント数，学校だより・学級
通信･学年通信の発行についての声・学
校は、学校の様子などを積極的に公開し
ている。

保護者「学校の情報発信」89%(+17)、
保護者・地域の方の声や反応

・小規模校ではあるが、学校ＨＰの毎日のヒット数は100に迫り、学校だよりは毎号京北地域各
所（京北出張所・郵便局・農協・バス停等）の20数か所に掲示しており、反応も良い。

・今後もこれらの情報発信を充実させていきたい。 ・「学校だより」「学年・学級通信」「学校ホームページ」「学校の話
題」について、ホームページや学校・学級だよりは目にするがあま
り話してくれない。見ていないとの声を聞く。

・今後学校運営協議会等の協力を得て、特に地域で
学校の情報発信を紹介し、閲覧していただくように呼
びかけていく。（学校ホームページと学校だより等）

立志式の充実 自分の将来、キャリア学習の一環として
卒業生や地域の先輩に自分の生き方等
を語ってもらう。先輩の生き方から学び，
郷土愛を育てる。

・子どもと、将来の夢や進路について話し
合っている。・「京北学校運営協議会」で
の評価。・ＰＴＡ本部役員会での評価。

保護者「家庭で学校のことや将来の
夢・進路話す」78%(+13)、生徒「将来
の進路について考える」73%(-6)、「立
志式」参加来賓や保護者の声

・「将来の夢や進路」について日頃から家庭で考え、話し合ったりする機会については保護者
の側は増えているが、生徒の側では「まだこれから」というところがある。ただ「生きチャレ」の事
業所としての協力や「立志式」への関心は高く、地域で生徒を育ててやりたいという声や気持ち
は強い。

・「進路だより」や「進路保護者会」での説明だけでなく、学校行事や日常の様々な機会をとらえて
の情報発信や啓発、学校見学会等の機会提供を行う。また京北で生きるという選択肢と広く社
会を知り、その中で自分の将来を描いたり、キャリアを考える機会や支援を行う。その一助として
の「立志式」の在り方と充実を考える。また、それを家庭で家族と自由に話し合える条件整備にも
取り組む。

・「進路・将来の夢・家庭での会話」については、やはり日常ではあ
まり話さない。進路の時になって話すことが多いのか。

・学校からの話題や資料の提供、保護者への啓発を
進める。

健
や
か
な
体

・学校運営協議会の場で本校の授業改善や学力向
上の取り組み状況や現状を知っていただき、より関心
を持っていただく。
・さらに京北の子どもたちを育てていくためにつけてい
くべき必要な力を地域・保護者からも上げていただ
き、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教育内
容にも反映させていく。

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(周山中学校)

　１回目評価
自己評価

豊
か
な
心

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

確
か
な
学
力

学校関係者評価

独

自

の

項

目

⇒ ⇒

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理



２

評価日 平成29年2月22日 評価日 平成29年3月17日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善（目標を
明確にしたわかる
授業の創造）

研究推進係や学力向上委員会を中心と
した、各教科での言語活動のさらなる充
実を目指し、年間６回の公開授業を含む
授業研究を実施した。年間２回教科を横
断した授業研究グループによる「授業研
究旬間」での相互参観と意見交換を実
施して、その結果をメールで交流や研修
会で発表した。

全国学力学習状況調査、学習確認プロ
グラムの結果について該当教科の各学
年担当から分析結果メールや校内研修
会等で送付の後相互意見交流。
生徒アンケート・授業の内容はよく分
る。・先生の話を聞く等。保護者アンケー
トで学校は学力の充実・向上に積極的・
子どもは授業内容を理解している。・課題
に粘り強く取り組む。-

 ・保護者「わかりやすい授業・学力向
上」71%(-10)、生徒「授業内容よくわ
かる」84%(+2)、しかし保護者「子ども
は授業の内容を理解」60%(-8)、教職
員アンケート「目標を明確にした授
業」100%

・生徒のアンケートによると学校は「授業はよくわかる」と多くは答え、教員も「目標を明確にし
た授業」に取り組んいるが、保護者からすると「子どもは授業内容を理解している」状況は前期
に比べ厳しいと考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　・学習確認プログラムでは、後期中２
は全市平均を上回るところである。中３・中１についてはいくつかの教科を除いては全市平均を
下回る。　　　　　　　　　　　　　・全国学力調査については、「国語Ｂ」で全国平均を上回ったが、
他はやや下回った。傾向として基礎基本に比べて活用問題が高めである。このように各種テス
トからの結果としては、学校として取り組んではいるものの、今一つ結果が残せていない。保護
者からのアンケートの声も学校としてきちんと受け止めていきたい。

・学校が生徒からも「授業はよく分る」との評価であるものの、保護者は「子どもは授業内容は理
解」の数値が低いのは、やはり子供の学習の結果を見てという点に起因するのか、授業を参観さ
れてそう感じられるのか。　　　　・現在、研究推進担当を中心に各種調査や学習確認ブログラム
の結果の分析を取りまとめ個人や研修会で共有化している。さらに次の手立てとして、この弱点
や誤答の傾向を、各学年教科の具体的な授業改善に結びつけることを各教科が分析の上、実
践に取組み、互いに教科横断的な研究グループを組織して意見交換し、改善に取り組んでい
る。

・「学力向上と分りやすい授業」と「生徒は授業はよく分る」に対し、
「子どもの授業内容の理解低い」について、保護者は気していると
いう声をよく聞くが、どう相談してよいかわからない。担任、教科
か。小学校に比べ中学校と距離を感じる。・小学校に比べ授業の
様子を見る機会が減った。・周山中は、ほとんどの生徒が北桑田
高校に進学する（できる）ので、生徒も先生も保護者も、学力向上
の意識・意欲が低いように感じる。               ・小学校の学力はま
ずまずだが、中学校の学力的な面での課題やその要因は何か。

信頼性，客観性の
ある学習評価の実
施

教科指導の充実と評価に関する研修実
施した。「評価のしおり」での各教科の評
価の観点・基準の提示して保護者・生徒
への丁寧な説明と、妥当性の可視化を
心がけた。

・各学級での個人懇談会内容のフィード
バックを学年・全校で行う。
・保護者や生徒からの問い合わせの内容
や保護者の声。

・年度当初に保護者に「評価のしお
り」配布　・各学年夏・冬休み前懇談
会で各教科素点、評価・評定と学習
確認プログラム個人成績、出欠の記
録、進路希望を「懇談会資料」として
提示。懇談会後保護者からの意見を
各学年集約。

・夏と冬休み前の懇談会では「成績資料がとても分かりやすい」という声はいただいたが、「観
点が少しわかりにくい」という指摘もあった。年度初めの「評価のしおり」だけではイメージしにく
いのもうなずける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・また、事前に保護者にも文書
で連絡してあったが通知表の配布と懇談会資料との違いがしっかり理解されていなかったり、
「学習のしおり」を十分見ていただいていないところもあった。ただ保護者が学校の取組につい
ては一定理解していただいているようである。今後各懇談会前に各教科で学習した具体的内
容と観点が結びついて説明がされているところがあれば理解が進むと考える。

・「評価のしおり」や懇談会資料で、保護者からは「ていねいな説明」「わかりやすい資料」との声
もあるが、懇談会で教科の「評価の観点」や「評価の判断材料」について、問い合わせがあり教
科担当に説明を求めた。さらに分りやすい説明資料と客観性、妥当性のある評価の「見える化」
と担任と教科担当の連携によって説明責任を果たしていく必要がある。
・同時に、観点や判断材料について各教科分りやすい説明を資料の中で工夫していく必要があ
る。

小中連携による学
力向上プロジェクト
実施

小中一貫学力向上プロジェクトでの小中
の公開授業を含む授業研究や部会活動
を各部とも複数回実施した。「京北まな
びの手引き」の活用を各自で行った。

・小中合同研修会や各部会ごと、また小
中一貫学力向上プロジェクトによる児童・
生徒の学力状況の把握と小中共同での
分析、検証結果。
・保護者アンケートによる学校は学力の
充実・向上に努めている。

・保護者「わかりやすい授業・学力向
上」71%(-10)
・京北小中一貫教育夏季全員研修
会アンケート

・京北４小中学校で夏季と冬季に小中合同研修会を持ち、その中で各部での取り組みの報告
や小中の学力分析の報告、ねらいを持った小中での授業研究を複数回実施し研究協議も進め
ている。これについて保護者にも、学校ＨＰやたより等で「学力向上・授業改善」に取り組んでい
ると発信・紹介している認識でいるが、保護者からは前期に比べて評価のポイントが大きく下
げている。現状についてまだ不十分ということ。

・各校での公開授業や部会で４校で共通して取り組めることを話し合い交流・確認している。
・そこで京北の子どもたちの課題が見えてきている。離れた地域や小規模校であることのデメリッ
トをいかにメリットにかえていく取組にするか。
・小学校で力を入れている活動（自学自習・読書時間の確保・計算漢字大会等）を同中学校の学
習に生かすか。
・中学校での困りや課題を小学校時でどう対応するかをさらに交流をもって形にしていく必要が
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・併せて日々の授業のさらに深い改善と、
生徒の学力の定着・伸長をはかるための手立てをさらに考えていく必要がある。

・京北小中一貫教育での授業力向上の取組・研修について、全体
的には学校としていろいろ取り組んでいることは、学校だよりやＨ
Ｐで窺い知れるが、いくつかの教科で差が見られるように思う。結
果も含めてそのあたりの改善を求めたい。

・学校運営協議会の場で京北小中一貫教育について
の取り組み状況や現状を知っていただき、より関心を
持っていただく。・さらに京北の子どもたちを育ててい
くために必要な力を地域・保護者からも上げていただ
き、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教育内
容にも反映させていく。

生徒の家庭学習へ
の指導に対する実
践と考察

学校だより・学級だより等による啓発・点
検結果を生徒・保護者にフィードバックし
た。具体的手立てとして「家庭学習計画」
「自主学習ノート」の記録と提出を担任・
学年が毎日実施し、習慣化できた。

各学級「家庭学習計画」の記録と提出の
結果。「自主学習ノート」の点検結果。
保護者アンケート・子どもには家庭で学
習をする習慣が身についている。
生徒アンケート・家庭学習は自主的に
しっかりできている。・宿題は忘れずにし
ている。

　・生徒「家庭学習自主的にできる」
78%(-4)、「宿題は忘れずする」87%、
しかし保護者「家庭学習の習慣を身
につけている」66%(+1)

・以前から中学校の課題としてあがってきていた「家庭学習」は、全国学力調査の生徒質問紙
でも「予習・復習」が平均より-19と-10ポイント下回り、「２時間以上取り組む」は-25ポイントだっ
た。今回の生徒アンケートでは前回を下回る結果となっている。
・今年度新たに取り組んだ「自主学習ノート」の効果を期待したが、「宿題」はするものの、「家
庭学習」についてはあまり変わらなかった。　　　　　　　　　　　　　　　・また保護者の見方も厳し
く「習慣化」までは至っていないと見ている。この辺りが各種テスト・調査で平均を大きく上回る
ことのない要因の一つかもしれない。

・自主学習ノートの提出については、取り組み具合・学習量に個人差があり何冊も新しくノートを
更新する者もいるが、他方提出もおぼつかないものも多い。全体として、まだ成果が上がるまで
には至っていない状況。
・提出の促し、内容も含めた指導の在り方についても進みながら考えている状況である。ただ点
検に労力を必要とし、追われているのも事実。

・「家庭学習の時間。内容について」「家庭学習の様子」「自主学習
ノート」については、いろいろな働きかけで一定時間やっている
が、まだまだ中身が伴っていない。内容の充実を。・家庭学習は学
習ノートを１ページすればよいと思っており、３０分程度で終わって
しまう。どのような家庭学習をすれば学力が身につくのか指導して
ほしい。・家庭学習が不十分で申し訳ありません。

・小中とも地域的に課題の一つと考えられる。
「自主学習ノート」に加えて、さらにきめ細かな指
導をすすめる。また、保護者へ対して子供の家
庭学習への関心をさらに持っていただき、言葉
かけや促し等の働きかけの協力を呼び掛けてい
く。

「公共の精神」に基
づく態度の育成

人権意識の向上と望ましい人間関係の
育成や家庭・地域との連携をめざして、
学運協「あいさつ運動」、地域の「ふるさ
と祭」、学運協「子どもフェスタ」等地域行
事へのボランティア参加を生徒会・部活
動等ですすめた。

京北地域独自の伝統的行事への生徒の
参加「京北学校運営協議会」「京北地生
連」での参加状況や取組内容。
保護者と生徒アンケート・地域の活動に
参加している・学校は地域と連携してい
る。

・保護者「子どもは地域の行事に参
加」84%(-7)、「地域と連携して子ども
の安全・健全育成に努める」87%(-3
・)生徒「地域の活動参加72%(-7)

・保護者アンケートでは「子どもが地域の行事に参加」「地域と連携」については80%以上の評
価を受けているし、各地域行事では生徒会を中心にボランティアに積極的に参加している。た
だ偏りがあることは否めず、生徒会本部や音楽部が中心となる。運動系部活の生徒は日程的
にも難しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ただ地域各団体や学校運営協議会等でも中学生の
活動の評価は高く、主催の行事にも参加要請が相次いている。

・伝統的に代々中学生が地域の祭りや行事で子供たちの進行や、世話係として活動する地区も
ある。地域の行事については生徒会や音楽部が中心となって参加、取り組んてくれている。
・現在生徒会を中心に「京北活性化プロジェクト」を立ち上げ地域各団体と交流を持ち、校内で広
報・参加告知や呼びかけという方法も考えている。ただ、部活動や学習（進路に向けた）との兼ね
合い。多くの部活の無い日曜日や放課後等が考えられる。

・「地域行事への参加」「地域との連携」については、中学生の活
躍が学校運営協議会や地生連等地域の会合等で評価の声が上
がる。例えば「子どもフェスタ」や地域の祭礼等でのボランティアと
して幼児や小学生相手に頑張ってくれたことなど。ただし部活等
忙しいので、そこをどうしたものか。
・学校と地域の協力について山国地域で、小学校の運動会に感
動の声。子どもにつたえてほしい。
・「京北活性化プロジェクト」には期待している。

・地域行事への参加について、学校運営協議会主催
行事も含めて地域からも呼びかけていただいたり、Ｐ
ＴＡにも協力いただく。
・「京北活性化プロジェクト」については取組の緒につ
いてばかりだが、今後地域でいろいろ活動されている
方を取材して、中学生の視点で「京北」を発信していく
パンフを作成できればと考えている。

学校行事の充実に
よる情操豊かな生
徒の育成

体育祭・文化祭・音楽祭を中心とした三
大行事を中心に各学年が生徒主体で企
画立案して実施させられた。生徒の感想
文からは成就感を感じられる。

・行事終了後の各生徒作文。・子どもは
学校行事が充実していると感じ学級だよ
り等で保護者にフィードバック。
・文化祭、音楽祭の保護者の感想
生徒アンケート・体育祭や文化祭などの
学校行事は楽しい
保護者アンケート・行事は子どもの力育
てる。

生徒「学校行事は楽しい」95%(-3)、
保護者「学校行事子どもの力育てる」
97%(-2)

・生徒、保護者アンケートとも学校行事については有意義で楽しいという声が大多数である。ま
た、体育祭・文化祭や音楽祭、立志式等を参観された保護者、地域の方から寄せられる声や
アンケートからも「感動した」や「地域の中学生としてしっかり成長している姿を見てたのもしい」
との声をいただいている。

・「体育祭」、「文化祭」、「音楽祭」は周山中三大行事であり地域・保護者の関心も高い。今年度
保護者の参観も１００名を超え盛況であった。先輩からの伝統を受け継ぎ、さらに指導に力を入
れていきたいが、教科等の教員配置の問題で指導者の確保も重要である。今後学校ＨＰや「たよ
り」の地域掲示も含め、さらに各行事についての発信・広報に努めていく。

・「三大行事」のようす。その中での「生徒の活動の様子」につい
て、10月21日開催の「神無月音楽祭」でも、中学生の合唱に参観
された地域の方や保護者から「心を打たれた」「感動した」「ぜひ
小・中の合唱の発表を続けてほしい」との声がたくさん聞かれた。

・生徒の活躍する様子を見ていただくために、学校運
営協議会を中心に地域・保護者へのご参観をさらに
働きかけ、情報発信をしていく。

豊かな心の育成 京北小中一貫プロジェクト道徳部会によ
る公開授業や合同研修会各小中で４回
実施した。「しなやかな道徳」研究プロ
ジェクトの実践研究。各学年の道徳教育
の充実と指導資料の更新・蓄積。指導方
法の改善に向けた校内伝達研修の実
施。人権教育部会での京北４校をつなぐ
人権教育の交流と実践を行った。

年２回の京北小中一貫合同研修会にお
ける取組結果の報告。しなやか道徳の本
年度取組報告。道徳教育の総括。
保護者アンケート・子どもには、友だちを
大切にし合う関係は育っているか。・子ど
もに思いやりの心や、いじめを許さない心
が育っているか。

保護者「子どもが大切にし合う関係
育つ」97%(+1)、「思いやり・いじめを許
さない心育つ」95%(+1)
生徒「いじめ・悪質な悪戯ない。」
89%(+15)

・保護者アンケートでは、「子どもの関係」や「思いやりやいじめを許さない心」は育っていると後
期も評価された。また、京北4校で「しなやかな道徳」の研究に取り組んで子どもの心の健やか
な育ちに取り組んでいる。それらの取組の成果か、後期生徒のアンケートでは「いじめや、悪質
ないたずらは無い」は89%%と大きく改善された。

・「しなやかな道徳」研究の推進、京北小中一貫プロジェクトの人権教育部会での授業公開や研
究協議等にも取り組み、生徒指導部会でも４校で共通して取り組むことを確認している。小学校
との情報共有にも取り組んでいる。
・特に日々の生徒たちの小さな変化や声を見逃さずアンテナを立てきめ細かな看取りと、いじめ
アンケートやそれと関連して年２回実施している「教育相談」も有効な手立てといえるのではない
かと考える。

・「いじめを許さない心」「思いやりの心」「子どもの人間関係」や「ク
ラスの様子」について、人間関係のトラブルについてもそれを乗り
越えて互いが成長できる指導や関係を築いていってほしい。と保
護者アンケートでの声。

・京北地生連や京北学校運営協議会の心すこやか部
会の事業を中心に、さらに保護者・生徒への啓発を進
める。

学級活動，委員会
活動，生徒会活動
の充実

生徒会オリ・リーダー研・三大行事・芸術
鑑賞・生徒総会、選挙の行事と日常的な
活動の充実

各行事後の生徒感想文。京北学校運営
協議会からの評価。ＰＴＡ本部役員会で
の評価。
生徒アンケート・生徒会、委員会、学級活
動に積極的に参加している。

生徒「生徒会や委員会活動に参加」
78%(-1)

・生徒の「生徒会・委員会活動に参加」は良好であるが、その生徒の活動について、対外的にＰ
ＴＡや学校運営協議会の理事の方の評価は総じて高く、さらに積極的に地域や各種行事に中
学生に積極的に参加してほしいとの意向である。

・引き続き生徒会・委員会活動を支援していく。また、「京北活性化プロジェクト」で地域の活動に
生徒が積極的に参加していく取組を立ち上げた。

・「生徒会・委員会活動の様子」は、校内でも地域の各行事でも活
躍してくれている様子を学校からの知らせや、地域の行事の中で
よく見かける。

・中学校の行事や、小中合同の行事の開催を通じ
て、京北地域の子どもとして小学生を指導し、共通の
行事に取り組んだり、中学校の行事を成功させること
によりさらに成就感や自尊感情を一層育てていく。

自他を大切にする
態度の育成

早寝・早起き・朝ごはんの呼びかけを保
体委員会から行う。学校ＨＰや「ほけん
だより」等による啓発の実施。家庭学習
時間調査からの生活リズムの実態と課
題を提示し指導。京北学運協各校での
「あいさつ運動」を実施。

家庭学習時間の結果。保体委員会から
の朝食の摂取率、適切な睡眠時間の確
立・毎朝朝食を取って登校している。等の
問いに対する調査結果。
生徒アンケート・適切な睡眠時間が取れ
ている。
保護者アンケート・子どもは早寝・早起
き・朝ご飯の習慣が身についている。

生徒「朝食摂る」90%(-2)、「適切な睡
眠取れる」67%(+1)、保護者「早寝・早
起き・朝ごはんの習慣」65%(-2)

・前期に引き続き、後期も学校の「ほけんだより」や保健安全委員会の生活アンケートの取組な
どが行われたが、生徒アンケートの「睡眠時間」、保護者の「早寝、早起き、朝ご飯の習慣」は
前期同様低調である。　　　　　　　　　　　　　　　　　・しかし生徒は「朝食はきちんと摂っている」
との認識である。

・「朝食を取る」については家庭の教育力と保護者のご協力で、内容も割合も好結果が出てい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・他方「睡眠時間」については、十分取れ
ていないことが保健安全部の「生活調査」かもうかがえる。これらについても啓発や情報発信の
割に改善されていない。今後「ほけんだより」による発信・啓発だけでなく、その睡眠時間を「削っ
ている内容」や具体的な改善の手立ても含めて取組を進める。

・「早寝・早起き・朝ご飯」については、朝食を取ることについては、
きちんと家庭で手をかけてやってもらっているが、睡眠については
親はそこまで目が届いていないか本人任せなのか。

・京北地生連や京北学校運営協議会の心すこやか部
会とＰＴＡ，学校が連携して、さらに保護者・生徒への
啓発を進め、特に生活のリズムの確立をめざす。

体力の向上 生徒全員を対象とした部活動の充実と
保護者との連携、少人数での丁寧な指
導を行った。

部活動規定。外部コーチ等の専門的指
導（野球・剣道）。・各公式戦前の壮行会
等での決意表明。大会後の生徒の感想
等。

外部コーチの招聘。バス利用による
市内各中学校との練習試合やカップ
戦への参加。

・少人数の教職員体制の中で複数部を持つ変則２人顧問制の維持、専門的指導のため野球
部、剣道部の外部コーチの招聘と厳しい時用件の中でやりくりをしている。その中で委員会とＰ
ＴＡによる補助によるバス利用で、市内や近隣の中学校との練習試合の実施やカップ戦への
参加を保障している。それによって試合経験や他校との交流、競技力や記録向上による成就
感を持たせるように取り組んだ。

・市街地からも遠く小規模校であるが、その規模に対して部活動の総数は多い。（９）少ない教員
で何とか複数顧問を維持している。また、外部コーチを招へいし専門的な指導も受けている。ま
た、地域・保護者の協力もありバス利用によって近隣・市街他の中学校と練習試合等の交流も行
えている。                                                ・校地も広く活動環境は良好だが、部活動あたり
の部員数の問題や通学のバスのダイヤの都合で活動内容や時間に制限が加わりその中で活動
するのが現状である。

・「部活動について」少ない教員数でやっていただいているのは理
解できるが、部活数が減るのは残念だ。

・地域や保護者の方に、小規模校で市街地から遠い
本校の現状と、活動する部の現状（数と部員数）をご
理解いただいた上で、さらにご支援・ご協力いただく
ように努める。

京北小中一貫教育
に関わる共同行事
の推進

小中合同での漢字検定受検、天体観望
会への小学生等の参加、生徒音楽祭へ
の小学６年生の参加。リーダー研修の共
同開催。

小中一貫合同研修会の取組報告。小学
生の中学校行事参加の感想・小中の生
徒児童保護者アンケート。京北学校運営
協議会での評価。・ＰＴＡ本部役員会での
評価。

今年度より「京北小中一貫教育保護
者アンケート」として４校統一。各行
事・取組の参観者の感想やご意見。

・生徒「学校行事は楽しい」、保護者「学校教育目標・目指す生徒像分りやすく伝える」「学校行
事子どもの力育てる」とも97%～82%の評価をいただいた。　　　　　　・小中合同の行事・取組も
小中連携の成果・実績を積み重ね、地域や学校運営協議会の理事の方からもご好評価や感
想をいただいている。

・京北小中一貫教育校の設立に向けての取組と合わせ、さらに「京北地域の主体者として、伝統
と文化を受け継ぎ、自らの進路と未来を切り拓いていける子どもの育成」という京北一貫教育目
標の実現に向けての教育活動の充実を進める。また京北小中一貫教育校の開校に向けて、こ
れらの行事・取組の充実を図る。

・「小中一貫教育の取組」については、「神無月音楽祭」を見たが、
続けてほしい。「天体観望会」等他の行事でも、幼児・小学生・中
学生・高校生・大人みんなが京北の星を見て楽しんでいる。

・学校からの情報発信や学校運営協議会の場で、取
り組み状況や現状を知っていただき、より関心を持っ
ていただく。・さらに京北の子どもたちの力を育ててい
くために必要な取組を京北小中一貫プロジェクト等で
も検討し、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教
育内容にも反映させていく。

情報発信の充実 積極的なホームページの更新・学校だよ
り・学級通信の充実・特に今年度は大雨
や大雪の警報等の緊急連絡にも活用し
た。

学校ＨＰのカウント数，学校だより・学級
通信･学年通信の発行についての声
保護者アンケート・学校は、学校の様子
などを積極的に公開している。

保護者「学校の情報発信」90%(+1)、
保護者・地域の方の声や反応

・小規模校ではあるが、学校ＨＰの毎日のヒット数は100に迫り、学校だよりは毎号京北地域各
所（京北出張所・郵便局・農協・バス停等）の20数か所に掲示しており反応も良く、地域の会合
でも話題に上る。

・今後もこれらの情報発信を充実させていきたい。特に、今年の大雨や道路寸断、大雪の警報等
による臨時休業等の緊急のお知らせについて閲覧数が激増し、利用価値が高まっている。また
春以降京北地域の光ファイバー回線の拡充により、さらなる利用頻度が上がるとみている。

・「学校だより」「学年・学級通信」「学校ホームページ」「学校の話
題」について、ホームページや学校・学級だよりは目にするがあま
り話してくれない。見ていないとの声も聞く。
・光回線の普及で、学校ホームページの閲覧も増加する。一層の
発信を望む。

・今後学校運営協議会等の協力を得て、特に地域で
学校の情報発信を紹介し、閲覧していただくように呼
びかけていく。（学校ホームページと学校だより等）

立志式の充実 自分の将来、キャリア学習の一環として
「生きチャレの体験発表」の立志式での
実施。卒業生や地域の先輩に自分の生
き方等を語ってもらう。競輪のトッププロ
の先輩の生き方から学び，郷土愛も感じ
る。

立志式の感想主役の２年生と参列の他
学年や保護者や講師の感想。
保護者アンケート・子どもと、将来の夢や
進路について話し合っている。「京北学校
運営協議会」での評価。ＰＴＡ本部役員会
での評価。

・保護者「家庭で学校のことや将来
の夢・進路話す」77%(-1)、
・生徒「将来の進路について考える」
75%(+2)、「立志式」参加来賓や保護
者の声
・教員「進路に意欲」67%

・「将来の夢や進路」について日頃から家庭で考え、話し合ったりする機会については保護者・
生徒とも同程度である。教員の側は「まだこれから」という認識である。ただ地域の「生きチャ
レ」事業所としての協力や、「立志式」への関心は高く、地域で生徒を育ててやりたいという声
や気持ちは強い。

・今年度も「進路だより」や「進路保護者会」での説明だけでなく、学校行事や日常の様々な機会
をとらえての情報発信や啓発、学校見学会等の機会提供を行ってきた。また京北で生きるという
選択肢と京都市街地を含め、広く社会を知り、その中で自分の将来を描いたり、キャリアを考える
機会や支援を行うということも考えてきた。
・その一助としての「立志式」の在り方と充実を考え、今年は厳しいプロスポーツの世界で生きる
先輩の話を聞いた。また、それについての生徒の感想を学級通信・学校だよりで紹介し、家庭で
家族と自由に話し合える条件整備にも取り組んだ。

・「進路・将来の夢・家庭での会話」については、やはり日常ではあ
まり話さない。進路の時になって話すことが多いのか。周中生は
ほとんどの生徒が北桑田高校へ進学するので、意識・意欲が低い
ように感じる。

・学校からの話題や資料の提供、保護者への啓発を
進める。

３ 　総括・次年度の課題
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小中一貫教育目標の「京北地域の主体者として，伝統と文化を受け継ぎ，自らの進路と地域の未来を切り拓いていける子どもの育成」「9年間の学びと育ちを通して，確かな学力と豊かな心や健やかな身体を兼ね備えた子どもの育成」にもとづいた，今年度の周山中学校の教育活動について，特に学力向上に向けた現状と課題の改善に向けた　○家庭学習・自学自習の習慣化を目指す。○　コミニュ二ケーション能力・長期記憶向上のため，アクティブラーニングを取り入れた
授業改善を進める。○　言語活動やコミュニケーション能力の向上に向けて取り組みと，つけたい力や学びのルールづくりなどを設定する。　○　各学習確認ブログラムの結果から，弱い項目や観点，教科に対する分析と授業改善を含めた手立てを取りさらなる学力の向上をめざす。等の取組を実施し、保護者アンケートについても「京北小中一貫教育保護者アンケート」として小中共通項目で実施してきた。前期については、学力向上の取組み（確かな学力）や学校生活や学校
行事の充実面（豊かな心）と小中共同取組や情報発信の充実面（独自の取組）で保護者の好評価が倍増し、学校関係者評価でも「地域での中学生の活躍」をお褒めいただいた。ただ、後期の評価では全体として同様の傾向であったが、総じて保護者の学力向上の取組や、家庭学習、授業の理解や課題に挑戦といった点で評価を下げた。中学校として「研究推進」グループを中心に様々な取組を行ってきたが、各種テストや調査が全平均並みかやや下回る教科が多く、そのよ
うな結果と生徒の学校や家庭での授業や学習の姿からそのように評価されたのかと考える。学校関係者からは、京北地域の将来を担う中学生に対して、一定の評価と今後さらに地域の様々な活動に主体的に取り組んでほしいという声が多かった。来年度については今回厳しい声の多かった点を再度洗い直し、現在の取組をさらに改善・充実させていく必要があると考えている。

⇒

健
や
か
な
体

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

平成２８年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　周山中学校　)

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・学校運営協議会の場で本校の授業改善や学力向
上の取り組み状況や現状を知っていただき、より関心
を持っていただく。
・さらに京北の子どもたちを育てていくためにつけてい
くべき必要な力を地域・保護者からも上げていただ
き、今後開校予定の京北小中一貫教育校の教育内
容にも反映させていく。
・今の周山中学校の生徒については、まだまだ学力
向上の余地はある。現在の課題を分析し、小中とも。
教科による学力のばらつき、家庭学習の不足、自己
表現力に課題等、まだまだ取り組むべきことは多い。
授業改善を含めた今の取組をさらに充実させ、学力
の向上を図るのが我々が今第一に取り組むべき課題
である。


